
平成２３年２月１０日 

 

平成 22 年度科学技術振興調整費による「平成 23 年霧島山新燃
しんもえ

岳
だけ

噴火に関す

る緊急調査研究」の実施について 

 

本日、平成 22 年度科学技術振興調整費による「重要政策課題への機動的対応の推進」

課題として、「平成 23 年霧島山新燃岳噴火に関する緊急調査研究」が指定されましたの

で、お知らせいたします。 

本研究は、（独）防災科学技術研究所を中心とした関係機関が一体となって、火山噴

火推移を把握するための観測研究や、噴火現象の観測及び火山灰等の拡散予測研究を早

急に実施することによって、霧島山新燃岳噴火に対する防災対策等に貢献していきたい

と考えております。 

 

１．背景 

  平成 23 年 1 月 26 日以降、鹿児島・宮崎県境の霧島山新燃岳でマグマ噴火が発生し、

多量の火山灰の放出による航空機の欠航や農作物等の被害、爆発的噴火に伴う空振によ

る建物被害が生じております。同年２月３日に開催された火山噴火予知連絡会の見解に

よれば、活発な噴火活動が続いており、当分の間は、現在と同程度の溶岩を吹き飛ばす

爆発的な噴火を繰り返すと考えられております。 

しかしながら、我が国の火山観測研究は、これまでも大学や（独）防災科学技術研究

所等が実施しているものの、現在の霧島山新燃岳の観測体制では火山噴火の直前把握等

の推移予測研究を実施するには不十分な状態です。 

  このため、火山に関する観測を担う関係機関が一体となって緊急研究に取り組むこと

としました。 

 

２．具体的な取組 

  今般、総合科学技術会議より、平成２２年度科学技術振興調整費「重要政策課題への

機動的対応の推進」の課題として指定された「平成２３年霧島山新燃岳噴火に関する緊

急調査研究」は、（独）防災科学技術研究所を中心として、東京大学地震研究所、（独）

産業技術総合研究所、気象庁気象研究所が一体となって、火山噴火推移を把握するため

の観測研究や、噴火現象の観測及び火山灰等の拡散予測研究を早急に実施するものです。 

  本研究で得られた成果は、火山噴火予知連絡会における検討等に活用されることで、

周辺住民の効果的な避難対策等の防災対策に資するものと考えております。 
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３．実施機関 

学技術研究所、東京大学地震研究所、（独）産業技術総合研究所、 

別紙：平成２２年度科学技術振興調整費による「重要政策課題への機動的対応の推進」 

 

  

（独）防災科

気象庁気象研究所 

 

課題の指定について（平成２３年２月１０日総合科学技術会議） 

＜担当＞ 研究開発局地震・防災研究課 

4430） 

  

  課長           鈴木 良典 （内線

  課長補佐    佐藤 政文 （内線 4433） 

地震火山専門官 高木 朗充 （内線 4434） 

 電話：03－5253－4111（代表） 



別 紙 
 
平成２２年度科学技術振興調整費による「重要政策課題への機動的対応の推進」

課題の指定について 
 

平成２３年２月１０日 
総 合 科 学 技 術 会 議 

 
 
 平成２２年度科学技術振興調整費による「重要政策課題への機動的対応の推進」

課題として、下記の課題を指定することとする。 

 

記 
 
 

課 題 名 内   容 担当府省等 

 

平成 23 年霧島山新燃

岳噴火に関する緊急

調査研究 

 

平成 23 年 1 月にマグマ噴火が発生した

鹿児島・宮崎県境の霧島山新燃岳に関

し、噴火推移把握のための観測研究並び

に噴火現象の観測及び火山灰等の拡散

予測研究を行う。 

 

     （実施予定期間：平成22年度）

 

文部科学省 

国土交通省（気象研究所）

 

 
 



平成23年霧島山新燃岳噴火に関する緊急調査研究の概要

○平成23年1月26日以降、鹿児島・宮崎県境の霧島山新燃岳で、本格的なマグマ噴火が発生。
○多量の火山灰の放出による航空機の欠航や農作物等の被害、爆発的噴火に伴う空振による建物被害が発生。
○火山噴火予知連絡会の見解によれば、活発な噴火活動が続いており、当分の間は、現在と同程度の溶岩を吹き飛ばす爆発

 
的な噴火を繰り返すと考えられている。

○新燃岳の火山観測については、これまでも大学や防災科研等が実施しているが、現在の観測体制では火山噴火の直前把握

 
等の推移予測研究を実施するには不十分である。

緊急性・必要性緊急性・必要性

科学技術振興調整費による緊急調査研究科学技術振興調整費による緊急調査研究

研究代表者：独立行政法人研究代表者：独立行政法人

 

防災科学技術研究所防災科学技術研究所

①① 噴火推移把握のための観測研究噴火推移把握のための観測研究

＜実施機関＞（独）防災科学技術研究所、東京大学地震研究所

無人航空機を用いた地震計（１０台）及びGPS（３台）の増設・観測、

 
「だいち」等による地形観測

②② 噴火現象の観測及び火山灰等の拡散予測研究噴火現象の観測及び火山灰等の拡散予測研究

＜実施機関＞（独）防災科学技術研究所、東京大学地震研究所、

 
（独）産業技術総合研究所、気象庁気象研究所

遠隔観測（レーダー、カメラ）、直接観測（無人機等による噴煙データ取得）、

 
火山灰のシミュレーション研究等

○霧島山新燃岳の噴火に対する防災対策等への貢献

○全国の火山噴火における推移予測研究の進展に貢献

成果の活用成果の活用

し ん も え だ け

研究成果をとりまと

 
めの上、CSTPに

 
報告予定。

噴火活動の直前把握

噴火に伴う降灰分布の詳細予測
噴火・土石流被害の軽減

①

②

高精度な降灰情報の提供

噴火情報の事前提供


	【セット】プレス一式
	○プレス発表案
	バインダ2
	○プレス発表案.pdf
	バインダ1
	平成22年振興調整費　機動的対応　霧島山新燃岳噴火
	110208 機動的対応新規課題指定②.pdf
	110208霧島噴火に関する緊急調査研究 ポンチ絵.pdf

	○230210【プレス発表】霧島噴火に関する緊急調査研究.pdf



	○230210【プレス発表】霧島噴火に関する緊急調査研究
	平成23年霧島山新燃岳噴火に関する緊急調査研究の概要




